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教科 工業 科目 建築構造 単位数 ２単位 年次 ２年次
使用教科書
副教材等

　建築構造では、まず、どのような工法があるのかを知ることから始まります。そして、身の回りにあ
る建築物を各構造別に分類した上で、その工法や部材、あるいはそれらの選定に関わる法律で定
められた規定や規格などを理解します。学習する素材として取り上げるのは、毎日の生活の場であ
る住宅と、身近な場所である学校が主になります。それらが、どのような部材を用いてどのように作
られているか、それをどのように使用しているかを学びます。

建築構造　（実教出版）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解

令和３年度　工業科

観
点
の
趣
旨

　建設現場における
施工技術や用いる
建築材料に対する
基礎的・基本的な知
識を身に付け、現代
社会における建築
物の持つ重要性を
理解する。

　建築構造における
建設現場での基本
的な技術を理解し、
使用する部材や工
法について、安全で
効率的な作業の実
施を目指した部材や
工法の選定が出来
る技術を身に付け
る。

　建築構造における
種々の課題がどの
ように発生し、どのよ
うな解決策があるの
かを、積み重ねた基
本的な知識をもと
に、適切に判断し解
決策を創造する能力
を身に付ける。

　建築構造における
種々の課題につい
て関心を持ち、その
解決法を理解しよう
とする意欲を持って
授業に取り組む。

評
価
方
法

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

　安全で効率的な建築物の生産にあたっては、建築物に用いられている材料の特質や性能、規格
を知るとともに、各工法についての理解が欠かせない。それらの項目について、主要な構造形式で
ある木構造・鉄筋コンクリート構造・鋼構造ごとに理解するとともに、問題点や課題を明らかにする。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点
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※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている
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ｄ：主要構造以外にも、用途に
応じて種々の構造形式がある
ことを理解できる。
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ＲＣ造を知る
ラーメン構造

壁式構造
プレキャスト構造

防水工事

鋼
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鋼構造を知る
ラーメンとトラス

軽量型鋼
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木
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木構造を知る
伝統工法

在来軸組工法
枠組壁工法
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おもな構造形式の

種類や特徴
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評価方法

ａ：木構造の特徴について、積
極的に関心を持つ。

ｂ：現在、主として用いられてい
る木構造について知る。

ｃ：各工法を、模型などを使っ
て実体として体験する。

ｄ：構造体の各部について、部
材の加工・接合から仕上まで
の一貫した工程を理解できる。

ａ：ＲＣ造の特徴について、積
極的に関心を持つ。

ｂ：ＲＣ造の種類について知
る。

ｄ：コンクリートの種類による性
質の違いを知る。構造体の各
部について、鉄筋・型枠の加
工、コンクリートの打設まで一
貫した工程を理解できる。

ａ：鋼構造の特徴について、積
極的に関心を持つ。
ｂ：鋼構造の種類について知
る。
ｄ：鋼材の種類による用途の違
いを知る。構造体各部の、鋼
材の加工から接合方法までの
一貫した工程を理解できる。

a：学習状況の観察

a：観察記録表

b：ワークシートの記述

c：レポート・模型製作等

d：考査
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ａ：建築物に対する興味を持
つ。
ｄ：身近な建築物を建てている
工法を知る。

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準


